
 
 

資料２ 
 

令和３年度 学校評価自己評価 
 

重点目標１ 意欲を高める授業づくり 
～キャリア教育の視点を重視し、主体的な学びを実現するためのICT 機器を活用した授業づくり～ 

重点目標２ 安全・安心な学校づくり 
～安全教育の充実及び機動的な安全管理の徹底～ 

 
評価基準；Ａ：達成できた(90％以上) Ｂ：ある程度達成できた（80％以上） Ｃ：やや不十分、一部改善の余地がある（60％以上） Ｄ：改善が必要である（60％未満） 

                                                             
 

 
知的障害教育部門 小学部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 
 

重
点
目
標 
１ 
 

○ICT 機器を活用
し、児童の興味関心
を高め、自分から物
事に取り組もうと
する力を育む。 

・教員のICT 機器に関する技術を向上
させ、効果的な指導を行えるようにす
る。 
・タブレット端末を活用し、児童の興
味・関心を引き出す学習を展開し、主
体的な学びを促す。 
 
 

・タブレット端末を活用し
た授業を各ブロックで年間
６回以上実施することがで
きたか。 
・ICT 機器を活用すること
で、児童が主体的に学習に
取り組む場面が増えたか。 

 
 
 
 
A 
 

・研修や指導事例の共有を通し、ICT
機器に関する教員の技術が向上し、タ
ブレット端末を活用した授業を多く
実践することができた。 
・ICT 機器を用いて映像で手本を示し
たり、リモート学習を行ったりしたこ
とで、児童の理解が進んだり、主体的
な態度で学習に臨む様子が見られる
ようになった。 

・活用を進めていく中で、新たな課題
も見つかった。児童が正しく安全に使
用するための指導の必要性や、従来の
教材の良さも生かした指導の精選、発
達段階に応じた取り入れ方等、適切な
活用方法を今後も検討していく必要が
ある。 
 
 

 
重
点
目
標 
２ 
 

○教員の危機意識
を高め、ヒヤリハッ
ト等の情報を共有
しながら安全管理
の強化に努める。 
 
 

・ヒヤリハット事例を共有する。 
・「安全・安心な学校づくりチェック
票」（以下、「チェック票」）を毎月
実施する。 
・学年毎に月１回、安全面や児童指導
上の配慮点などについて話し合い、対
応策を検討する時間を設ける。 

・ヒヤリハット事例やチェ
ック票を活用することがで
きたか。 
・危機意識を高め、教員間
で共通理解を図りながら学
習活動や児童への対応を行
うことができたか。 

 
 

B 

・ヒヤリハット事例やチェック票の活
用、学年毎の定例の話し合いを通し、
個々の教員の危機意識が高まり、学部
全体で連携を図りながら安全管理を
強化することができた。 

・年度当初には新しい環境の中、ヒヤ
リハットが多く発生した。次年度も同
様のリスクが考えられるため、児童の
実態や対応策についての引き継ぎを十
分に行っていく必要がある。 

 
 
 
 
 
 



 
 

 
知的障害教育部門 中学部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

 

重

点

目

標 

１ 

 

○ICT 機器を活用

し、生徒の自立に向

けた指導を実践す

る。 

・タブレット端末を活用し、生徒の実

態に合わせた内容や指導を実践する

ことで、主体的な学びを促す。 

・教員のICT 活用能力を高められるよ

う、学部や学年で指導内容や指導方法

を検討する。 

・生徒が主体的に活動する

場面が多く見られるように

なったか。 

 

 

 

Ｂ 

・タブレット端末を使った授業は意欲

的に取り組み、使用方法を覚え活用で

きる生徒が増えた。しかし、タブレッ

ト端末を活用した指導は不十分であ

ったと感じる教師もいた。 

・今後も授業で積極的にタブレット端

末を使用していく。また、学部だより

にタブレット端末を使用した授業の記

事や写真を掲載し、保護者への周知も

行っていく。 

 

重

点

目

標 

２ 

 

○教員の危機意識

を高めながら安全

教育を実践するこ

とで、安全管理を強

化する。 

 

・ヒヤリハット事例を共有し、指導を

工夫・改善する。 

・チェック票を毎月記入し、振り返る

ことで教員の危機意識を高める。 

・共通理解を図り、指導を

工夫・改善することで、安

全面を強化することができ

たか。 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

・ヒヤリハット事例を共有し、教員の

ポジショニングなどを意識して指導

できた。 

・チェック票で振り返ることで危機意

識を高めることができた。 

・チェック票での振り返りやヒヤリハ

ット事例の共有により、更に危機意識

を高めながらチームとして安全体制を

整えていく。 

 
 
 
知的障害教育部門 高等部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

 

重

点

目

標 

１ 

○ICT機器を活用し

ながら、生徒の社会

参加へ向けた指導

を実践する。 

・生徒個々の課題を把握し、ICT 機器

も活用しながら、主体的に活動する力

の向上を図る。 

・教員のICT機器活用能力を向上させ、

学習に取り入れる。 

・年度当初に比べ、個々の

主体性の伸長が見られた

か。 

・生徒の特性に応じ、効果

的に ICT 機器を活用するこ

とができたか。 

 

 

B 

・生徒の実態に応じ、タブレット端末

を活用した授業を展開することがで

きた。 

・タブレット端末の機器が身近にな

り、積極的に学習に取り組む姿が多く

見られた。 

・今後、研修等をして全ての教員が使

い慣れ、指導できるようにする。 

 

重

点

目

標 

２ 

○安全教育の充実

に向け、職員の危機

意識を高め、安全・

安心を重視した学

習環境を設定・実践

する。 

・チェック票を活用し、安全教育の意

識を強化する。 

・ヒヤリハットをもとに、生徒の支援

方法や事故防止策等を共有する。 

・安全面への強化に努める

ことができたか。 

・支援方法等を共有するこ

とができたか。 

 

 

B 

 

・チェック票を活用することにより、

安全の意識を向上させることにつな

がった。 

・他学部の事例も参考にしながら、日

々の指導や学習環境を見直すことで、

未然防止をすることができた。 

・今後も事故防止に気を付けながら指

導にあたる。 

 

 



 
 

 
肢体不自由教育部門 小学部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

 

重

点

目

標 

１ 

 

【通常の学級】 

○身近な生活での

役割を果たし、自主

的に生活や学習に

臨もうとする意欲

を高める。 

 

・役割を理解して主体的に取り組める

場面設定を行う。 

 

・ICT 機器を活用し、興味・関心の幅

を広げるとともに、意欲的に学べる環

境を設定する。 

 

・自分の役割に主体的に活

動に取り組むことができた

か。 

・ICT 機器を活用し、意欲的

に学習に取り組むことがで

きたか。 

 ・今年度在籍なし 

 

 

 

 

【重複障害学級】 

○身近な人に対す

る表現力を高める

とともに、様々な事

物や身近な生活へ

の興味・関心を高

め、人や物に自ら働

き掛けたり、行動し

たりする意欲を高

める。 

 

 

・個に応じた表出の方法を指導者間で

共通理解し、児童が選択して意思表示

する場面を増やす。 

・日常生活の指導、自立活動、教科の

学習などで、教材や環境の工夫、ICT

機器の活用を行い、児童の主体性を引

き出す活動を設定する。 

 

・身近な人に、自分なりの

方法で表出や選択をするこ

とができたか。 

・児童が興味・関心を持っ

て活動に取り組んだり、人

や物に自ら働き掛けたりす

ることができたか。 

 

 

 

B 

 

・一人一人の表出を丁寧に読み取り、

指導者間で話し合いながら、意思理解

や意味付け、表出方法の環境設定など

の手立てを講じた。伝わる経験を重

ね、自分なりの方法で選択や表出する

場面が増えた。 

・様々な授業でICT 機器を活用した。

タブレット端末を活用した買い物学

習では、児童が進んで手を出そうとす

る姿が見られた。また、音楽や自立活

動などで、児童の反応に応じて柔軟・

即時的に活用できたことで、意欲の向

上や学習の深まりが見られた。 

 

・引き続き、指導者間での情報共有に

努め、定着を図る。また、実態に応じ、

表出の意図が周囲に分かりやすく伝わ

るよう表出方法の検討や場面設定の工

夫を行い、定着を目指していく。 

 

・引き続き、ICT 機器の効果的な活用を

目指す。 

 

重

点

目

標 

２ 

 

【B 部門共通】 

○教職員の危機意

識を高め、肢体不自

由のある児童生徒

の学校生活におけ

る安全管理、感染防

止対策を強化する。 

 

 

 

 

・日常の学校生活において、健康・安

全上、留意すべき事項をリスト化した

「Ｂ部門チェックリスト」を全職員で

共有し、丁寧に児童生徒の観察を行

う。また、昨年度ヒヤリハット事例が

多かった以下の項目について重視し、

再発を防ぐ。 

①車椅子の乗車時の適切な乗車方法 

②安全な摂食指導 

③教育環境の整備 

・具体策①②③について、B

部門チェックリストに○印

がついた割合が 100％に近

づけたか。○印の総数（19

項目×12 人）を基に評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・チェック票を活用した月一回の話し

合いや B 部門チェックリストの実施

により、安全面の配慮や感染防止、発

作等への緊急時対応などにおいて留

意すべきことが職員間で具体的に共

有され、円滑に実施することができ

た。具体策①②③において、以前より

90％台の項目が多く見られるように

なった。 

 

 

・今後も、安全への意識を維持できる

よう、継続して行う。また、90％以下

だった①車椅子乗車時の姿勢②摂食指

導時の痰の絡みやむせの項目について

は、PT,OT や専門性の高い教員からの助

言を受けながら、個々の児童に対応で

きるようにする。 



 
 

肢体不自由教育部門 中学部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 
 

重
点
目
標 
１ 
 

【通常学級】 

・自己理解を進め、

人との関わりを通

じて、自分の考えを

適切に伝える力を

身に付ける。 

 

 

 

・自己肯定感をもって自分から人と関

わることができるよう、学校生活全般

において教師からの承認、賞賛、激励

を行う。 

・自立活動や総合的な学習の時間、学

級活動等で職業や進路についての学

習を、ICT 機器を活用して行う。 

 

・自分から相手に対して自

分の考えを適切に伝える機

会が増えたか。 

 

・ICT 機器を使って自分の進

路について考える学習をす

ることができたか。 

 
 
 

 

 

 

 

 

今年度在籍生徒なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重複障害学級】 

・学部の教師に対し

て、自分なりの方法

で相手に分かるよ

うに伝える力を身

に付ける。 

 

 

・生徒の実態に応じて、生徒が分かる

方法で、指導支援を行う。 

 

 

・授業や日常生活においてカードやス

イッチ教材、タブレット端末等を活用

し、生徒の興味・関心を高める工夫を

する。 

 

 

 

・自立活動の事例検討会で定期的に評

価、改善をする。 

 

・生徒が自分なりの方法で

身近な教師以外の職員に伝

えようとする場面が増えた

か。 

・生徒の成長や変容が見ら

れたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

・担任以外の教員と落ち着いてやりと

りしたり、自分から相手に近づき、や

りとりを楽しんだりする様子が見ら

れた。 

・場面に応じた挨拶や言葉遣い、身振

りが身に付いてきた。 

・タブレット端末で朝の会の進行をし

たり、カメラ機能を授業に活用したり

した。やりたい気持ちを声や身振りで

伝えたり興味を示したりする様子が

見られた。 

・事例検討会は授業や指導支援の工

夫、改善に役立った。 

 

・より分かりやすい教材を研究しなが

ら指導支援をする。 

 

 

・日々の学習の積み重ねが重要である

ため、継続して取り組む。 

 
重
点
目
標 
２ 
 

【Ｂ部門共通】 

・教職員の危機意識

を高め、肢体不自由

のある児童生徒の

安全管理、感染症対

策を強化する。 

 

 

 

 

・日常の学校生活において健康・安全

上留意すべき事項をリスト化した「B

部門チェックリスト」を全職員で共有

し、丁寧に児童生徒の観察を行う。ま

た昨年度ヒヤリハット事例が多かっ

た以下の項目について重視し、再発を

防ぐ。 

①車椅子乗降時の適切な乗車方法。 

②安全な摂食指導 

③教育環境の整備 

 

・具体策①②③に○がつい

た割合が100％に近いか。

丸印の総数(19 項目×1３

人)を基に評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
B 

 
 

 

 

 

・ヒヤリハットがあったが、その都度

対応策を話し合って学部や部門で共

有し改善に努めることができた。 

・チェック票を活用した月一回の話し

合いや、気づいた際に互いに言葉を掛

け合ったり、教室内の職員間でこまめ

に話し合ったりすることで、危機意識

を高め、指導にあたることができた。 

 

・引き続きヒヤリハット事例の共有と

チェックリストの実施をする。 

・教員間でしっかりと共通理解を図っ

て指導にあたる。 

・アンテナを高くして情報を収集し、

課題に直面した時に備える。 

 

 

 

 



 
 

 
肢体不自由教育部門 高等部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 
 

重
点
目
標 
１ 
 

【通常学級】 

○自己理解を深め、

関わる人に合わせ

て適切な対応をす

ることができる。 

 

 

・自分の感情、他者の感情、自己認識

や行動の調整等を自立活動やホーム

ルームで学習をする。 

 

 

・関わる人に合わせた適切

な対応ができたか。 

 

 

 

A 

 

 

・生徒の気持ちを受け止め、気持ちを

言語化することで、感情のコントロー

ルの調整に努めた。その結果関わる人

に適切な対応ができてきた。 

・資格取得に向けた前向きな学習に取

り組めた。 

 

・卒業まで継続して指導していく。 

 

【重複障害学級】 

○身近な人に対し

て適切な方法で思

いや考えを伝える

ことができる。 

 

 

・職業、商業、ホームルーム等で、ICT

機器を活用し進路についての学習に

意欲的に取り組めるようにする。 

・日生、国語、音楽等で興味関心を持

てる教材を使用し、主体的に学習がで

きるよう、繰り返し場面を設定する。 

・ICT 機器を活用して授業を実施する。 

 

・自立活動事例検討会で定期的に評

価、改善をする。 

 

・自分の進路を考えて、資

格取得に向けて主体的に学

習に取り組めたか。 

・授業での発言回数や、振

り返りの反省改善の様子を

まとめて評価する。 

 

・ICT 機器を活用した授業を

行い、生徒の主体的な様子

が見られたか。 

・生徒の変容が見られたか。 

 

 

 

 

B 

 

・生徒が興味を持てる教材を使用する

ことで発言回数が増えたり、主体的に

取り組む様子が見られたりした。 

・各教科ともタブレット端末、各スイ

ッチ教材を活用したことで、主体的で

意欲的に学習に取り組もうとする様

子が見られた。 

・事例検討会で、指導助言を受けたこ

とで、生徒への教材の提示や指導方法

が変わり、生徒の変容が見られてき

た。 

 

・教員間で情報の共有をし、生徒が主

体的に学習できる環境や教材を工夫し

ていく。 

・個に応じたICT 機器の活用の充実に向

けて、情報の共有と事前の機器の準備

をする。 

 

・指導の記録を定期的に取っておく。 

 

 
重
点
目
標 
２ 
 

【Ｂ部門共通】 

・教職員の危機意識

を高め、肢体不自由

のある児童生徒の

安全管理、感染症対

策を強化する。 

 

 

 

 

・日常の学校生活において健康・安全

上留意すべき事項をリスト化した「B

部門チェックリスト」を全職員で共有

し、丁寧に児童生徒の観察を行う。ま

た昨年度ヒヤリハット事例が多かっ

た以下の項目について重視し、再発を

防ぐ。 

①車椅子乗降時の適切な乗車方法。 

②安全な摂食指導 

③教育環境の整備 

 

・具体策①②③に○がつい

た割合が100％に近いか。

丸印の総数(19 項目×1３

人)を基に評価する。 

 

 

 

 

 

 

 
B 

 
 

 

 

 

・車椅子乗車時の 2 つの項目が 91.7

％で他は100％だった。 

・月に1 回、チェック票を活用した話

し合いをすることで、教員間で情報の

共有をし、事故なく過ごすことができ

た。 

 

 

○教室環境を学習毎に確認をしてい

く。 

車椅子の乗降時、気をつけることを再

確認して指導にあたる。 

 
 
 



 
 

 
訪問教育学級 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

 

重

点

目

標 

１ 

 

○コミュニケーシ

ョンツールとして、

ICT 機器等を活用

し、児童生徒の学習

意欲向上を図る。 

・職員のICT 機器の活用能力が向上す

るよう部内で研修を行う。 

 

・リモートでの交流や、DVD 等でICT

機器を有効に活用していく。 

・ICT 機器を活用し、児童生

徒の学習意欲の向上が図れ

たか。 

 

B 

 

・情報部の教員に協力を得て、スムー

ズにリモート授業を行うことができ

るようになった。 

・在宅生徒については、自宅と学校を

リモートでつなぎ、授業や行事に参加

することができた。 

・星風院児童生徒については、施設内

の会議室とのテレビ授業や教材 DVD

を活用し、学習意欲の向上を図ること

ができた。 

・リモート授業でより活用できる教材

（視聴覚関係）を考え、学習意欲の向

上を図っていきたい。 

 

 

重

点

目

標 

２ 

○児童生徒の心身

の状況を的確に把

握しながら、安全な

指導を行う。 

 

・授業日の体調について、事前に保護

者、施設職員に確認する。 

・感染防止対策として、教職員自身の

健康管理と指導上の環境衛生の徹底

に努める。 

・毎回の授業でこれらを行

い、事故等なく、安全に指

導できたか。 

 

 

Ａ 

 

 

 

・在宅生徒については、保護者に事前

に体調確認を行い、無理なく授業を行

うことができた。スクーリング（行事）

については、安全面や体調に配慮し

て、リモートでも行うことができた。

また、感染防止対策を行い、教職員自

身の健康管理も徹底することができ

た。 

・今後も健康管理、衛生対策を徹底さ

せていきたい。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
分教室 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

 

重

点

目

標 

１ 

○ICT等を活用した

授業を行うことで、

児童生徒が、自ら学

ぼうとする気持ち

を高める。 

・職員のICT 活用指導力が向上するよ

う部内で研修する。 

・各教科の指導で積極的にICT 機器を

有効活用する。 

・児童生徒が、ICＴ活用の

授業を受けて、学習目標等

を達成することができた

か。 

 

 

A 

・新しい機器の導入に伴い、適宜研修

を実施した結果、視覚的に効果のある

教材として大いに活用できた。児童生

徒達が意欲的にPC等で調べ学習等に

取り組む姿が見られた。 

・学習場所（教室やベッドサイド）や

内容、時間に配慮し、体調に合わせた

指導を行う際にもICT 機器は有効で、

興味関心を高めながら分かりやすい

授業を行うことができた。 

・今後も機器操作等の研修を積み重ね、

個々の ICT 活用指導力を向上させてい

く。 

・児童生徒の実態（病状、習熟度等）

に合ったサイト等の学習教材を研究

し、授業に活かしていく。 

 

重

点

目

標 

２ 

 

○病棟と連携しな

がら、防災・感染症

に対する意識をさ

らに高め、安全な教

育活動を行う。 

 

 

・日常的に病棟と安全管理の確認を

し、全員が情報を共有しながら実践し

ていく。 

・これまでのヒヤリハット等の案件を

振り返り、改善策を話し合う場を設け

る。 

 

・病棟と円滑に連携しなが

ら、安全管理に努めること

ができたか。 

・全員が協力しあって、事

故、怪我なく指導支援でき

たか。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・職員全員で教室内の環境整備、児童

生徒の状態確認等を細やかに徹底し

て行い、事故怪我なく安全に教育活動

を行うことができた。 

・他学部のヒヤリハット事例を受け、

分教室においても関連することを全

員で確認し事故防止に努めた。 

・今後もさらに、病棟と連携しながら、

感染症、事故防止の安全対策を行って

いく。 

・病棟連絡会議等で、病棟における新

たな対応策や変更等を確認する。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

教務部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

 

 

 

 

重

点

目

標 

１ 

 

○基本研修等の校

内研修を通して、教

職員の ICT 機器活

用力を高め、実践に

つなげる。 

・ICT 教育推進委員会および情報部と

連携し、機器の活用方法についての研

修を行う。また、機器を活用した新た

な行事の持ち方について提案・実践

し、授業内容を考える手掛かりとなる

ようにする。 

・ICT 機器を活用した授業の

事例が各学部に見られた

か。知（小中高）、肢（小

中高）、病の 7 学部を対象

に評価する。 

 

 

 

 

Ａ 

・各学部で、GIGA タブレット端末、iPad

などの ICT 機器を活用した授業の事例

が見られた。 

 

 

・Teams や Zoom を使い、オンライン

での授業や行事、研修の受講について、

的確にサポートをして実践につなげる

ことができた。 

・新任者研修、希望者研修の受講者が、

周囲の教職員に活用法を伝える事例が

見られた。 

・GIGA タブレット端末を使った個別

学習の場面で、インターネットを使っ

た調べ学習だけでなく、国語や算数

（数学）などの教科学習で活用できる

アプリが使えるとよい。 

・情報部に過度な負担がかからないよ

うに配慮しながら、次年度も連携して

業務を進める。 

 

重

点

目

標 

２ 

 

○異常気象に対す

る学校安全管理に

ついて、教職員への

啓発を図る。 

 

 

・気象状況により予想される事象（熱

中症、浸水、転倒災害等）について校

務日誌に記載して周知し、安全管理の

徹底を喚起する。 

・教職員が自ら安全管理対

策を行う行動が増えたか。

行動観察により昨年度と比

較し評価する。 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

・熱中症が心配な時期は、外での活動

前にWBGT を計測する教員が増えた。 

・雨が降ったときには、通路などにタ

オルを設置したり、強風のときには窓

や通路の出入り口を閉めたりするなど

の対応をする様子が多く見られるよう

になった。 

・今後も主幹教諭と連携しながら、校

務日誌や朝の打ち合わせなどを通し

て周知する。また、気象以外の安全に

関することも、啓発していく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 

情報部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

 

重

点

目

標 

１ 

 

○会議や研修、授業

といった各場面で

情報器機の準備を

行ったり、サポート

をしたりする。 

・職員会議等で機材の準備を行い、技

術面でのサポートをする。 

 

・GIGA スクールタブレット端末の準

備、設定を行い、授業で用いるときの

サポートを行う。 

・機材の準備、回議のサポ

ートなどを行う。 

 

・GIGA スクールタブレット

端末の準備、設定を行う。 

 

 

A 

・職員会議やその他依頼があった時に

準備、サポートを行うことができた。 

・予定では1 学期中にGIGA タブレット

端末の準備をすることになっていた

が、6 月中に準備をすることができた。

そのため、１学期中から使用を開始す

ることができた。アップデートに関し

ては係で行うことができた。 

・今後も継続していく。また、誰でも

できるようにバックアップしていく。 

・係任せではなく、アップデートに関

しては担任などに任せていきたい。 

重

点

目

標 

２ 

○情報モラル研修

を通して、安全なネ

ットの活用法を示

す。 

・教員研修を行い、教員の安全意識の

啓発を行う。 

 

・PC の活用法についての情報提示を

行う。 

・安全モラル研修を行い、

教員にネットを安全に使う

という意識を持たせる。 

 

 

 

 

A 

 

・学部ごとに研修を行いネットに対す

る安全意識について周知することがで

きた。 

・PC の使い方やアプリの使用方法につ

いて研修を行い、情報を共有すること

ができた。 

・今後も継続して行う。 

 

 

・活用法など情報収集を行い、今後も

情報の提供をしていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

学習指導部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

 

重

点

目

標 

１ 

 

○児童生徒の主体

的な学びを実現す

るため、ICT 機器の

活用なども含め、障

害の特性に応じた

授業づくりを推進

する。 

・授業が児童生徒にとって主体的な学

びとなっているかを客観的に振り返

ることができるように、授業改善シー

トを作成、周知し、活用を促していく。 

・主体的に取り組む姿の観

点についてアンケートを行

い、シートに反映させて作

成する。 

・シートの活用について周

知し、日々の授業の振り返

りや「単元題材指導計画」

の反省及び改善の参考とし

ての活用を推進する。 

 

 

 

Ｂ 

・「授業中に主体的に取り組んでいる

姿」についてのアンケートを行い、回

答の中からいくつかの観点を選んで、

授業改善シートに反映して作成した。

シートの活用については、各学部で係

が説明を行い、研究授業等において授

業者や学部主事に使用していただい

き、記載項目についての意見をいただ

いた。 

・研究授業では活用できたが、日々の

授業の中での児童生徒の主体的な学

びの振り返りとしての活用は不十分

であった。今後は、単元題材指導計画

の「反省及び改善点」の記入の参考と

してシートを活用も含めて、児童生徒

が生き生きと学べる授業作りが効果

的に行えるように推進していきたい。 

 

重

点

目

標 

２ 

 

○学習で使用する

教材教具や遊具の

状態について事前

に点検を行い、学習

計画の中で共通理

解を図り安全管理

を強化する。 

・単元題材指導計画の「指導上の留意

点」に児童生徒の事故防止に配慮した

内容を記入することを周知し、担当者

間で共通理解を図れるようにする。 

 

・単元題材指導計画の提出

時に、「指導上の留意点」

に事故防止に関する内容が

記載されていたかを確認す

る。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

・年度始めと夏休み前に単元題材指導

計画の書き方についての説明を学部毎

に行い、事故防止に関する内容を記載

して安全面に配慮するように連絡を行

った。提出時に係がチェックを行った。 

・提出前に記載漏れがないように連絡

を行ったが、記載がないままで提出さ

れたものもあった。また、学習活動中

のヒヤリハットの事例報告もあった

ため、今後も継続して事故防止と安全

管理を強化していきたい。 

 
 
交流教育部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

重

点

目

標 

１ 

 

○間接交流等にお

いて関心を高める

支援や教材を工夫

する。 

・分かりやすく、見通しを持てるよう

に動画や写真等を活用する。 

 

 

・分かりやすい教材の準備

をすることができたか。 

 

・見通しを持って取り組む

ことができたか。 

 

 

 

Ｂ 

・自己紹介動画や手紙などを用いて交

流相手について知ることができた。 

・直接交流でないため、分かりにくさ

があったものの、自己紹介や作品作り

などに意欲的に取り組めていた。 

・オンラインでの交流も検討していき

たい。 

 

・感染状況を見ながら、直接交流も行

えると良い。 

重

点

目

標 

２ 

○児童生徒の安全

を考えて交流等の

計画、実施を行う。 

 

 

・安全対策、感染防止対策を考えて計

画を立てる。 

・感染症の状況等を見て、臨機応変に

対応する。 

 

・安全や感染防止対策につ

いて十分に検討して計画を

立てることができたか。 

・安全に実施することがで

きたか。 

 

 

Ａ 

 

 

・居住地校交流が始まる時期に緊急事

態宣言が出されたため、直接交流は行

わないこととした。今年度の交流は全

て間接交流ではあったが、動画などで

交流相手と互いのことを知ることがで

きた。 

・今後も感染状況等を見ながら、安全

に計画、実施していけると良い。 

 

 



 
 

生徒指導部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

 

重

点

目

標 

１ 

○児童生徒が安心

して学校に登校し、

意欲的に学習に取

り組むことができ

る環境を作る。 

・児童生徒が成功体験を積み重ねた

り、達成感を味わうことができたりす

るような授業を行うことで、児童生徒

の主体性を育成する。 

・児童生徒の出席率を高め

ることができたか。 

 

Ｂ 

 

・学校全体として、不登校傾向のある

児童生徒は減少している。 

・次年度以降も継続した取組を行うと

共に、ケース会議や問題行動等校内支

援委員会などの場面において共通理

解を図り、複数の教員で役割分担を明

確にして対応する。 

重

点

目

標 

２ 

○安心・安全な学校

づくりに向けて、学

校環境の整備に努

めるとともに、教員

の資質や能力の向

上を図る。 

・事件や事故が発生した場合に迅速で

適切な対応ができるよう、教員の資質

や能力の向上を図る。 

・研修や訓練などを通し、

教員の資質や能力を向上さ

せ、個々の危機意識を高め

ることができたか。 

 

Ｂ 

 

 

 

・不審者対応訓練や校外捜索訓練を複

数回実施することで、教職員の役割分

担を確認し、危機意識を高めることが

できた。 

・不審者対応訓練では、不審者の侵入

経路を事前に伝えないなど、次年度以

降は設定を変えながら実施すること

で教職員の対応力を高めていくこと

を目指す。 

 
 
健康指導部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

重

点

目

標 

１ 

○教職員の ICT 機

器活用を推進し、感

染防止対策を講じ

た授業を実践に繋

げることができる。 

 

・情報部と連携し、ICT 機器を活用し

た授業展開例等を共有できるようにす

る。 

 

 

・各学部において、ICT 機

器を活用し、感染防止対策

を講じた授業を展開する

ことができたか。 

 

 

B 

・各学部において、感染防止対策を講じ

工夫して授業を行うことができた。また、

ICT 機器を活用した授業を展開している

様子を係で共有することができた。 

・今後も、感染防止対策等に引き

続き取り組んで行く。 

 

 

 

重

点

目

標 

２ 

 

○学校における感

染防止及び事故の

未然防止に向けて

教職員の意識を高

めると共に、環境整

備に努める。 

 

・研修を通して教職員の意識を高め児

童生徒指導に取り組むとともに、日常

的に危険箇所や物品等の点検及び対策

に努める。 

 

・研修等を通し、教職員が

意識的に児童生徒の指導

に当たり防止対策を行う

ことができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・動画視聴による研修を行った。データ

の保存場所を周知し、随時視聴できるよ

うにした。感染防止及び事故の未然防止

に向けた教職員の意識を高めることがで

きた。 

・危険箇所や物品等の点検を適宜行うこ

とができた。 

・研修動画の内容を確認し、次年

度に向け必要に応じて更新してい

く。 

 

 

・日常的に危険箇所や物品等の点

検及び対策に引き続き取り組んで

いく。 

 

 
 



 
 

進路指導部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

重

点

目

標 

１ 

○進路や実習につ

いての学習におい

て、関心を高める支

援や教材を工夫す

る。 

・具体的にイメージできるよう動画や

写真等を活用する。 

・分かりやすい支援や教材

の準備ができたか。 

 

Ｂ 

 

・産業現場等における実習の動画データ

や写真、福祉施設等のパンフレットを、

適宜活用して進路指導を行うことができ

た。 

・進路指導部で提供可能な情報や

資料について、全体へ周知できる

ようにしていく。 

 

重

点

目

標 

２ 

○教職員の安全に

対する意識を高め、

産業現場等におけ

る実習などにおい

て、安全に学習でき

るよう計画・実施す

る。 

・作業内容や実習先までの経路が安全

か事前に十分確認を行う。 

・生徒の体調をチェックシートで確認

できるようにする。 

・事故等に遭遇した場合の対処法を事

前に確認する。 

・校外での学習を事故なく

実施できたか。 

 

Ｂ 

 

 

 

・産業現場等における実習や福祉施設の

体験等、事故なく、安全に実施すること

ができた。 

・実施前にその都度作業内容や実

習先までの経路、生徒の状況を確

認することで、教員の安全に対す

る意識を高め、事故なく安全に実

施できるよう努める。 

 
 
渉外部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

 

 

重

点

目

標 

２ 

 

 

○PTA 役員と共に

危機意識をもち、安

全管理を行いなが

ら、PTA 活動を行

う。 

 

 

 

 

 

・栃木県における感染レベル状況、学

校での学習活動の取組などを、その都

度情報として伝えていく。 

 

・PTA 活動用の新型コロナウイルス感

染症対策のチェックリストを作り、PTA

役員と共に確認し合いながら活動を実

施する。 

 

・役員会で情報を提示し、

理解を得ることができた

か。 

 

・感染防止対策をとって、

実施することができたか。

また、活動後に反省をとり、

次の活動に生かすことがで

きたか。 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

・PTA 活動を検討する際には、その都度

感染レベルの状況を伝え、感染症対策に

ついて話題にし、検討することができた。 

・会場の広さ、公民館の利用、人数制限、

時間調整、席の固定や担当場所の分散、

検温、消毒、マスクの着用など、感染症

対策をとりながら実施することができ

た。 

・次年度もその都度情報を提供す

る。また、PTA 活動を検討する際

には、今年度同様、最終判断時期

を決めるようにする。 

・今年度の反省を生かし、感染症

対策として行った内容を一覧表

（チェックリスト）にし本部役員

会で検討した。次年度のPTA 活動

を検討する際に生かしていく。 

 
 
 
 
 
 

 



 
 

地域支援部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

 

重

点

目

標 

２ 

 

○体験学習では、感

染防止行動の徹底

と事故の未然防止

に向けて共通理解

を図り、社会状況に

応じて各学部、関係

機関と連携し機動

的に対応する。 

・実施前には、使用する教材等の安全

確認を行こと、検温や実施中の換気、

消毒、手洗いの徹底を周知する。（学

習指導部、健康指導部と連携する） 

 

 

・体験の実施の変更について、事前に

想定し、すぐに対応できるようにする。 

・感染防止対策を行い、安全

に実施することができたか。 

 

 

 

 

・状況に応じて関係機関と連

携し、迅速に対応することが

できたか。 

 

 

 

 

A 

 

・チェック票を参考に、安全な実施を意

識してもらうよう学部ごと呼びかけを行

った。また、感染症対策の観点からも、

人数や実施時間を調整し安全に実施する

ことができた。 

 

・参加者の体調や感染状況に応じて日時

の変更や参加者を分散させるなどの臨機

応変な対応をとった。その際、校内、市

町教育委員会、保護者、所属学校との連

絡調整では、誰がどこに連絡をするのか

明確にしながら迅速に対応することがで

きた。 

・今後も、体験学習で使用する教

材・環境等の安全確認、コロナ対

策を行って実施し、参加する幼児

・児童・生徒に対して複数の目で

観察し、状態に応じて安全に対応

できると良い。 

・変更になった場合の連絡方法に

ついて、事前に確認しておくこと

で、よりスムーズに調整すること

が可能である。 

 
舎務部 

 評価項目 具体策 評価の観点(指標) 評価 成果・取組状況 反省・改善 

重

点

目

標 

１ 

○集団生活の中で、

適切なコミュニケ

ーション方法の指

導に努める。 

・舎生同士が適切な距離感を保ちなが

ら関わりを持つことができるように、

友達と協力して活動する場面を意図的

に設定する。 

・寄宿舎生活の中で自分の考

えを伝えたり、話し合ったり

して、互いに協力することが

できたか。 

 

 

Ｂ 

 

 

・限られた場面ではあったが、お風呂清

掃や挨拶当番、おやつの準備や片付けに

おいて、自ら他舎生に声を掛け話し合う

場面も見られるようになり、舎生同士が

互いに協力して活動することができた。 

・ブロック会を再開するなどし、

舎生が話し合う場を多く設定す

る。 

 

重

点

目

標 

２ 

 

○舎生が、身の安全

や感染予防への意

識を高めることが

できるよう指導に

努める。 

 

 

 

 

・災害時や不審者の侵入時等に身を守

る方法を具体的に学ぶために、オリエ

ンテーションを実施する。 

 

 

・感染防止のため、定時（下校後･食事

の前・19 時･20 時･21 時）や、必要に

応じた手洗いうがいについての掲示を

する。 

・避難時の基本的な身の守り

方や、避難場所を理解するこ

とができたか。 

 

 

・活動の前後に手洗いやうが

い、消毒をすることができた

か。 

・鼻をかんだ後に手を洗うこ

とができたか。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

・地震が起きたときにダンゴムシのポー

ズを取り、机などの下に隠れることがで

きていた。避難場所は、オリエンテーシ

ョンを実施することで各自確認すること

ができた。 

・トイレの前後や、本を読む前などの消

毒についておおむね習慣化することがで

きた。また、鼻をかんだ後の手洗いにつ

いては、言葉掛けで行うことができた。 

・オリエンテーションの実施が難

しい状況の場合は、ブロックごと

に確認を行う。 

 

 

・今後も継続して感染防止に努め

ていく。 

 


